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４
月
か
ら
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
」
を
開
設
し
ま
す

　

平
成
28
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
「
鷹
栖
町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
重
点
事
項
の
一
つ
で
あ
る
、

「
担
い
手
の
育
成
・
確
保
」
に

基
づ
き
町
内
で
新
規
就
農
を
目

指
す
人
が
農
業
の
基
礎
を
学
ん

だ
り
、
町
内
の
農
業
者
が
新
た

な
農
業
技
術
を
学
ん
だ
り
す
る

施
設
「
あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
の

機
能

　

あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
は
、
次

の
図
の
よ
う
な
６
つ
の
機
能
・

役
割
を
備
え
て
い
ま
す
。
農
業

研
修
を
中
心
に
、
農
業
に
関
わ

る
方
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
学

校
・
保
育
園
給
食
の
作
物
の
栽

培
や
、
農
業
体
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
む
役
割

も
担
う
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
効
果
的
に
進
め
る

た
め
に
、
専
門
指
導
員
が
常
駐

し
ま
す
。

①新規就農希望者の研修受入
　専門指導員を配置し、農作業の実
技や座学の研修を通じて、新規就農
者の確保を目指します。平成 30 年
度は、４名の研修生を
迎え入れる予定です。
※研修生は毎年募集

します。

②地域の担い手育成機能
　町内の農業者が、農業経営を発展
させるために農業簿記や法人設立、
第３者継承、複合経
営などを専門家に相
談できます。

③新規販売作物・特産品の調査研究
　健康食の原料や町内で数少ない果
物などの新規作物の栽培普及・販売
経路開拓をテーマに
試験的に栽培。その
他に農産加工品の試
作などにも役立てら
れる予定です。

④農育・食育
　町内の小中学生などが農業体験を
通じて農業や食の学習、保育園や学
校での鷹栖町産給食
の日で使用する作物
の栽培をする予定で
す。

⑤ ICT（新技術）農業の試験導入
　養液栽培やハウスの自動巻上機と
いった新技術を研修生や町内農業者
に 普 及 で き る よ う
に、データを分析す
る予定です。

⑥土づくり機能
　農業に必要不可欠な土について、
土壌・食味分析センターの分析業務
を手伝いながら土づ
くりの基礎を学びま
す。
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私たちが研修生です！

渡辺　　覚
さとる
さん（42）

　町内での新規就農を目指し、あったかファー
ムでの研修希望者を公募したところ、多くの
応募がありました。
　書類選考と面接試験を実施し、今年度の研
修生として４名を受け入れます。ここでは、
それぞれの研修生の思いを伺いました。

　自分の力で何かをし
たいと思っていました
が、 そ れ が 農 業 で し
た。
　農業をする中で、自
分で工夫したことが生
かされるような農家を
目指し、一つひとつ挑
戦したいです。　

④露地栽培
（給食用作物）

④露地栽培
（給食用作物）

④中学校
体験農園
（野菜）

①ビニールハウス
（きゅうり 土耕栽培）

①ビニールハウス
（きゅうり 土耕栽培）

①ビニールハウス
（きゅうり 土耕栽培）

①ビニールハウス
（きゅうり 土耕栽培）

③・⑤耐候性ハウス
（給食用作物＋試験作物）
自動巻上機・環境制御機

①・⑤ビニールハウス
（きゅうり 養液栽培）

鷹栖中学校テニスコート

④
踊
り
場
ス
ペ
ー
ス

④
農
業
体
験
ス
ペ
ー
ス

フリースペース
駐
車
場

　 納屋

②事務所

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

10 線道路←至北野市街 至鷹栖市街→

あったかファームはこんなところ

（番号は、右ページでいう機能の番号を表しています）

将
来
の
あ
っ
た
か

フ
ァ
ー
ム

　

あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
は
、
農

業
で
自
立
し
て
生
計
を
た
て
ら

れ
る
農
業
者
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
研
修
す
る
こ
と
が
主
な

目
的
と
す
る
場
所
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
農
業
を
通
し

て
色
々
な
方
た
ち
が
交
流
で

き
、
誰
で
も
気
兼
ね
な
く
自
由

に
出
入
り
で
き
て
農
業
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
場
所
も
目
指
し

て
い
ま
す
。

【
担
当
】

　

産
業
振
興
課
農
政
推
進
係

　

☎
87
―
２
１
１
１

佐藤　勇
ゆう
気
き
さん（36）

　東京で営業の仕事を
19 年間していました
が、３年ほど前から、
生産業、特に生活に欠
かせない食に興味を持
ち始めたことから、応
募を決意しました。
　将来的には冬野菜を
作りたいと考えていま
す。

木曽　里
さと
美
み
さん（36）

　体を動かすのが好き
で、何かできないかと
考えていました。
　実家が農家で、農業
にはなじみがあります
が、実際に営んだこと
は な い の で、 １ か ら
し っ か り 学 び た い で
す。なによりも楽しみ
ながらやりたいです。

瀬尾　太
たい
樹
き
さん（28）

　農業に興味を持った
きっかけは、会社勤め
のときに出会った農家
さんの存在が大きいで
す。その方のように、
『農業に興味のない人
が興味を持てるような
農業経営』ができれば
と考えています。

※⑥は栽培研修全てにかかってきます。
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荻
田

　泰
永
さ
ん（
40
）

（
北
成
地
区
在
住
）

　
北
極
冒
険
家
と
し
て
新
た
な

世
界
を
見
る
た
め
の
ひ
と
つ
の

挑
戦
で
あ
っ
た
単
独
無
補
給
徒

歩
で
の
南
極
点
踏
破
。
日
本
人

初
と
い
う
偉
大
な
結
果
は
、
後

か
ら
つ
い
て
き
た
も
の
で
し
た
。

　
太
陽
が
沈
ま
な
い
氷
点
下
20

度
の
世
界
で
、
１
１
２
６
㎞
と

い
う
果
て
し
な
い
距
離
を
、
重

さ
１
０
０
㎏
超
の
ソ
リ
を
引
き

な
が
ら
50
日
間
地
道
に
歩
み
続

け
た
　
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

広報たかすH30.3　【4】



北
極
と
の
出
会
い

　

田
さ
ん
が
冒
険
と
出
会
っ

た
の
は
、
平
成
12
年
の
と
き
。

冒
険
家
の
大
場
満み

つ

郎ろ
う

氏
の
企
画

し
た
35
日
間
で
北
極
を
７
０
０

㎞
歩
く
「
北
磁
極
を
目
指
す
冒

険
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
た
こ

と
で
し
た
。

　

田
さ
ん
に
と
っ
て
は
初
の

海
外
で
、
北
極
で
見
る
こ
と
、

体
験
す
る
こ
と
、
出
会
う
人
全

て
が
新
鮮
に
感
じ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
れ
以
来

田
さ
ん
は
15

回
に
わ
た
っ
て
北
極
圏
へ
の
冒

険
に
挑
戦
し
続
け
て
い
ま
す
。

南
極
へ
の
挑
戦

　

現
地
時
間
の
昨
年
11
月
17
日

に
南
極
大
陸
の
海
岸
を
ス
タ
ー

ト
し
た
南
極
点
へ
の
冒
険
は
、

今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
「
い

た
っ
て
順
調
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と

田
さ
ん
は
振

り
返
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
は
、

氷
床
の
下
に
北
極
海
が
広
が
り
、

進
も
う
に
も
進
め
な
い
北
極
圏

を
よ
く
知
る

田
さ
ん
だ
か
ら

こ
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
南
極
へ
は
ひ
と
つ
の

挑
戦
で
あ
り
、
北
極
冒
険
家
に

変
わ
り
は
な
い

田
さ
ん
は
、

「
今
後
も
北
極
へ
の
冒
険
は
続

け
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て

い
ま
す
。

田
さ
ん
に
特
別
表
彰

　

今
回
の
冒
険
が
、
青
少
年
や

町
民
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
鷹
栖
町
の
名

を
広
く
知
ら
し
め
て
い
た
だ
い

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
町
長

よ
り

田
さ
ん
へ
特
別
表
彰
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し

田
さ
ん
は

「
自
分
が
積
み
重
ね
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
光
栄
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
ど
ん
ど
ん
広

い
世
界
に
出
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
自
分
が
育
っ
た

場
所
、
お
世
話
に
な
っ
た
場
所

を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
そ
こ
で
ま
た
力
を

発
揮
で
き
る
か
ら
」
と
コ
メ
ン

ト
。
次
回
予
定
し
て
い
る
北
極

圏
の
冒
険
は
、
単
独
で
は
な
く

若
い
世
代
の
方
を
連
れ
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
。

　

や
り
場
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
抱
い
て
い
た
か
つ
て
の

田

さ
ん
の
よ
う
な
学
生
た
ち
に
も
、

北
極
と
い
う
外
の
世
界
を
体
感

し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

　

ひ
と
つ
の
挑
戦
を
遂
げ
た
冒

険
家
は
、
す
で
に
前
を
見
据
え

て
い
ま
し
た
。

い
つ
か
は
鷹
栖
で
も
冒
険
？

　

実
は

田
さ
ん
は
、
平
成
21

年
に
、
山
登
り
好
き
の
３
人
で

鷹
栖
町
の
境
稜
約
90
㎞
を
１
週

間
か
け
て
歩
く
と
い
う
挑
戦
を

成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

「
冒
険
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
普
段
は
絶
対
に
歩
か
な

い
よ
う
な
山
道
や
峠
道
を
な

ぞ
っ
て
歩
く
。
こ
れ
だ
け
で
も

自
分
の
町
が
案
外
広
か
っ
た
り
、

歩
か
な
け
れ
ば
気
づ
け
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
り
し
て
オ
ス
ス
メ

で
す
」
と

田
さ
ん
。

　

い
つ
か
鷹
栖
町
を

田
さ
ん

と
と
も
に
小
冒
険
を
す
る
日
が
、

あ
な
た
に
も
や
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

北極冒険家　 田泰永　記念講演会
　 田泰永氏の南極点無補給単独徒歩達成を称え、記念講演会を開
催します。南極での体験談や、実際の冒険の装備を見て、聞いて、
新たな世界に出会いましょう！

▼日　時　３月29日（木）午後６時～（開場：午後５時30分～）
▼場　所　たかすメロディーホール（鷹栖町南２条４丁目）
▼入　場　前売りチケット（入場券）が必要です
▼チケット料金
　　　　　500円（中学生以下無料）
▼チケット販売・配布場所
　　　　　・たかすメロディーホール
　　　　　・鷹栖町商工会
　　　　　（無くなりしだい終了）
▼主　催　北極冒険家　 田泰永
　　　　　記念講演会実行委員会
▼共　催　鷹栖町
▼問合せ　総務企画課企画広報係
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北
海
道
の
国
保
１
人
当
た
り

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
鷹
栖
町
の
１
人
当

た
り
医
療
費
は
34
万
８
２
０
０

円
（
平
成
26
年
度
）
と
北
海
道

の
平
均
値
よ
り
も
低
く
推
移
し

て
い
る
も
の
の
、
年
々
同
様
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
平
成
37
年
度

の
医
療
費
が
平
成
26
年
度
の

１
・
16
倍
に
今
後
も
伸
び
て
い

く
と
推
計
し
て
い
る
た
め
、
鷹

栖
町
も
国
保
税
の
上
昇
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

北海道の国保一人当たりの医療費推計

366,100 

394,700 400,000 405,400 
424,400 

Ｈ２６ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３７

 （単位：円）

Ｈ26 の
1.16 倍

　

医
療
費
の
節
約
に
最
も
有
効

な
の
が
、
健
康
を
維
持
し
病
院

に
か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ

し
て
健
康
の
維
持
確
認
の
た
め

に
は
、
健
診
の
受
診
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。 

特
定
健
診
は
通
称

「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
い
わ
れ
、

生
活
習
慣
病
に
結
び
つ
き
や
す

い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
、

発
症
と
重
症
化
を
予
防
し
ま

す
。 

　

ま
た
、
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
も
医
療
費
節
約
に
有
効

で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

と
は
、
低
価
格
で
、
安
全
性
や

効
き
目
は
新
薬
と
同
等
と
認
め

ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ

と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
は
、
薬
代
の
自
己
負

担
が
節
約
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
年
々
増
加
す
る
医
療
費
の

節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
町
民
課
医
療
年
金
係

　
　
☎
87
ー
２
１
１
１

高額療養費の多数回該当に係る該当回数が引き継がれます

 　診療月を含めた過去 12 カ月の間に、高額療養費の支給が４回以上ある場合、４回目から自

己負担限度額が軽減される制度です。

　これまでは他市町村へ転居した場合、改めて１回目からカウントされていましたが、道内の

他市町村への転居した場合は資格が継続されるため、高額療養費の該当回数が通算されます。

平成 30 年４月以降の療養から適用になります。

現行 

月

該当回数

平成 30 年４月から 

月

12月

○

12月

○

１月

１月

２月

○

２月

○

３月

３月

４月

○

４月

○

５月

●

５月

●

６月

転居

６月

年　度

年　度

平成28年度

平成29年度

平成29年度

平成30年度

転居

７月

○

７月

○

８月

○

８月

●該当回数

→改正

転居４回目
多数回該当

改正後
１回目 ４回目

多数回該当

転居４回目
多数回該当

１回目
多数回非該当

１回目

１回目

北
海
道
の
医
療
費

健
康
維
持
を
第
一
に
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　皆さん、ジンゲリ！
　あっという間に過ぎたこの１年間、鷹栖町でたくさん
の思い出ができました。今回が最後のコラムとなるの
が寂しいです。日々の生活全てが勉強で、出会う町民
の皆さんからも多くのことを教えてもらいました。常に
周囲を思いやり親切であること、どんな時でも前に進
もうとする気持ちがとても大切であることを学びまし
た。また、自分への挑戦や学び続けることの大切さを
改めて感じました。
　最後のコラム、人との繋がりや出会いの面白さにつ
いて書きたいと思います。
　名古屋に短期留学をしていた時に知り合い、仲良く
なった友人がゴールドコーストまで会いに来てくれたこ
とがありました。大学構内のお気に入りのレストランに
連れて行き、お世話になっていたそのお店の店長にも
紹介したところ、友人の出身地が岐阜県で、偶然にも
店長がかつてＡＬＴとして活動していたのも岐阜県だっ
たことが分かりました。それだけでも十分に会話が盛
り上がったのですが、私たちが驚いたのは、店長がＡＬ
Ｔとして出入りしていた学校が友人の出身校だったこ
と。そして、当時友人も在学中だったということです。
自分が小学生の頃お世話になったＡＬＴと15年の時を
隔て海外で再会するなんて不思議な偶然ですよね。私
と皆さんにも、想像していなかったような再会のサプ
ライズが遠い未来で起こるかもしれません！

　この１年、貴重な経験をするとともに、日本のこと
鷹栖町のことを学べてとても良かったです。これも周
囲の方々のサポートや優しさのおかげで、感謝の気持
ちでいっぱいです。教科書から学ぶこともたくさんあ
りますが、経験はより貴重なものを学べます。元気一
杯の子どもたちと過ごした時間、様々な年代の方と趣
味を共有し楽しんだサークル活動、これら全てが私の
貴重な学びの財産となりました。
　ここ鷹栖町を本当の“ホーム”のように感じさせてく
れる、生涯繋がっていたいと思える人々との出会いに
心から感謝しています。鷹栖町からのお客様をゴール
ドコーストでお迎えできる時にはぜひ案内させていただ
きます！
　近い将来また鷹栖町に遊びに来ます！
　See you again, Takasu!! 

外国語指導助手
アレックスさんJingerri（ジンゲリ）は、ゴールドコーストのアボリジニのあいさつで、こんにちはという意味です。

◀
鷹
栖
で
で
き
た
か
け
が
え
の
な
い

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
福
井
ご
夫
妻
で
す

第20代外国語指導助手
アレキサンドラ・メドラ
ナさんの離任式
▼日時 ３月27日（火）
　午後１時30分～
▼場所　役場１階ロビー
　多くの方とお見送りを
したいと考えております
ので、ぜひお越しくださ
い。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
一
億
総
評
論
家
社
会

　

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
と
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
の
略
語
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
個
人
の

交
流
や
社
会
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
く
こ
と
、
と
あ
る
。

　

現
代
社
会
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
所
有
者
が
過
半
数
を

有
に
超
え
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

有
効
に
活
用
す
る
例
を
挙
げ

る
と
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
実
践
し
て
い
る
ス
キ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
や
町
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
が
あ
る
。

　

飲
食
店
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

も
発
信
力
を
生
か
し
て
、
メ

ニ
ュ
ー
や
店
内
外
の
雰
囲
気
も

写
真
で
紹
介
し
、
お
店
に
よ
っ

て
は
来
客
者
か
ら
評
判
が
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
初
め
て
行
こ

う
と
思
っ
た
時
に
は
、
非
常
に

便
利
な
情
報
源
に
な
っ
て
い
る
。

　

飲
食
店
ば
か
り
で
は
な
く
、

各
地
で
起
こ
っ
た
様
々
な

ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
す
べ
て

に
、
個
人
的
感
想
が
書
き
込
ま

れ
、
日
本
は
一
億
総
活
躍
社
会

で
は
な
く
、
一
億
総
評
論
家
社

会
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
全
身

全
霊
で
競
技
す
る
選
手
た
ち
に

も
、
競
技
に
無
関
係
か
つ
無
責

任
な
個
人
情
報
や
評
論
家
的
見

解
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
（
ガ

セ
ネ
タ
）
も
飛
び
交
い
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
社
会
の
危
険
を
感
じ
た
。

　

「
誰
か
が
言
っ
て
い
た
」

と
、
隠
れ
蓑
に
自
分
を
隠
し
、

誹
謗
中
傷
や
印
象
操
作
を
繰
り

返
す
悪
人
を
見
分
け
る
こ
と
は

意
外
と
難
し
い
が
、
真
実
は
一

つ
し
か
な
い
の
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
で
見
せ
た

「
文
明
の
機
器
が
何
も
な
い
時

に
、
世
界
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
日

本
人
の
モ
ラ
ル
と
絆
」
を
守
り

育
て
、
「
寛
容
な
心
」
で
支
え

る
社
会
も
大
切
だ
。

広報たかすH30.3　【8】



３３
　

春
は
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
る
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
で
、
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
一
面
銀

世
界
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

「
自
然
体
験
会
」

「
写
真
撮
影
会
」

　

鷹
栖
町
公
民
館
５
館
連
携
事

業
と
し
て
、
写
真
集
の
出
版
な

ど
も
さ
れ
て
い
る
写
真
家 

目

黒
誠
一
氏
を
お
招
き
し
カ
メ
ラ

の
使
い
方
や
撮
影
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
び
ま
す
。

　

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
の
自
然

や
、
同
時
開
催
さ
れ
る
自
然
体

験
会
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で

い
る
様
子
を
撮
影
し
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
展
示
を
し
ま

す
。

　

多
く
の
方
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

3　／　11
　

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
で
歩
く
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
使
っ

た
運
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
カ

ヌ
ー
で
の
斜
面
滑
り
も
企
画
し

て
い
ま
す
！
雪
上
を
カ
ヌ
ー
で

駆
け
抜
け
、
風
を
感
じ
ま
し
ょ

う
。

▼
開
催
日
時

　

３
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所

　

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ

　
　
　
　
　

（
17
線
８
号
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
服
装

　

防
寒
具
（
帽
子
、
手
袋
、

　

ウ
ェ
ア
、
長
ぐ
つ
な
ど
）

▼
持
ち
物
（
写
真
撮
影
会
の
み
）

　

ご
愛
用
の
カ
メ
ラ
（
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

　

ラ
で
も
可
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

教
育
課
体
育
振
興
係
ま
た
は

　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

☎
87
―
２
０
２
８

　

鷹
栖
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質

異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

の
有
病
率
が
年
々
上
昇
し
、
心

臓
や
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
因

の
割
合
が
国
の
平
均
よ
り
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

心
血
管
症
患
の
予
防
と
対
策

を
循
環
器
の
専
門
医
が
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。

▼
開
催
日
時

　

３
月
23
日
（
金
）

　

午
後
２
時
10
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
開
始
午
後
１
時
50
分
）

▼
場
所

　

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
生
き

　
が
い
ホ
ー
ル
（
南
１
条
３
丁
目
）

▼
講
師

　
医
療
法
人
社
団
慶
友
会
吉
田
病
院

　

医
局
長　

武
田　

寛
樹
氏

▼
申
込
み
締
切
日

　

３
月
20
日
（
火
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

健
康
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　

☎
87
―
２
１
１
２

○
３
月
は
自
殺
対
策
月
間
で
す

＊
眠
れ
て
る
？
大
丈
夫
？

＊
よ
く
頑
張
っ
て
る
ね

＊
こ
こ
に
相
談
し
て
み
よ
う

　

そ
ん
な
言
葉
を
待
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
皆
さ
ん
で
取
組
み
ま

し
ょ
う
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

・
変
化
に
気
づ
く

・
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
る

・
支
援
先
に
つ
な
げ
る

・
温
か
く
見
守
る

こ
と
で
す
。

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
で
同
時
開
催

自
然
体
験
会
＆
写
真
撮
影
会

3　／　23
健
康
づ
く
り
講
演
会

「
心
不
全
（
特
に
心
筋
梗
塞
後
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
と
対
策
」

～
フ
レ
イ
ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
認
知
症
の
視
点
か
ら
～

保
健
推
進
委
員
協
議
会
設
立
50
周
年
記
念
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  鷹栖町Ｆａｃｅｂｏｏｋもご覧ください。
鷹栖でのイベントやできごとを、日々更新しています。

　

２
月
４
日
（
日
）
に
、
た
か

す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
た
か

す
円
山
幼
稚
園
と
百
華
幼
稚
園

に
よ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ル
ド
レ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

園
児
は
、
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
を
重
ね
て
き
た
合
唱
と
器

楽
演
奏
を
披
露
。
発
表
を
聴
き

に
き
て
い
た
家
族
ら
に
練
習
成

果
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

演
目
の
最
後
に
は
合
唱
曲

「
ビ
リ
ー
ブ
」
を
会
場
全
体
に

響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、
18
日
に
「
第
57

回
鷹
栖
町
民
文
化
祭
」
（
同
実

行
委
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

両
日
、
町
総
合
体
育
館
に

は
、
町
内
学
校
の
児
童
生
徒
や

町
内
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
作
品

７
６
４
点
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
は
作
品
一
つ
ひ
と
つ
の
観
賞

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

18
日
に
行
わ
れ
た
芸
能
発
表

会
に
は
25
団
体
が
出
演
し
、
カ

ラ
オ
ケ
や
器
楽
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。

各
地
区
文
化
祭

　

文
化
祭
シ
ー
ズ
ン
の
２
月
に

は
、
各
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
で

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
は
芸
能
発
表
を
中
心

に
、
地
域
の
方
た
ち
そ
れ
ぞ
れ

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
運
営

が
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

み
ん
な
い
き
い
き

　
　
　
歌
っ
て
演
奏

充
実
の
展
示
と
芸
能
発
表

鷹栖地区
たかす誕生まつり 126

上森真菜さんらによる
　　　　「ゴスペル in 鷹栖」

北成地区
第 37回北成地区文化祭

北成の女性たちによる
合唱「大阪ラプソディー」

中央地区
第 40回中央地区文化祭

中央コーラスどんぐりの
合唱「瀬戸の花嫁」

北斗地区
第 37回北斗地区文化祭

劇団島中一座の
　　　　　　水戸黄門

北野地区
第 36回北の文化祭

たかす円山幼稚園児の遊戯
　「ＮＥＷＳ　ＭＡＲＵ」

心
ひ
と
つ
に
最
後
の
合
奏

　
　
　
響
愛
コ
ン
サ
ー
ト

　

２
月
25
日
（
日
）
に
、
た
か

す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
鷹
栖

小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
に
よ
る

「
響
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
６
年
生
を
含
む
20

名
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
の
合
奏

は
、
こ
の
公
演
が
最
後
で
す
。

　

児
童
た
ち
の
最
後
の
活
躍
を

見
守
る
約
１
０
０
名
の
来
場
者

へ
、
同
バ
ン
ド
は
入
門
曲
「
ス

モ
ー
ク
・
オ
ン
・
ザ
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
」
な
ど
10
曲
を
披
露
し
た

ほ
か
、
合
唱
曲
「
明
日
へ
行
こ

う
」
を
、
見
事
な
歌
声
で
会
場

に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
卒
団
式
で
は
、
指

導
者
の
谷
川
和
孝
教
諭
よ
り
６

年
生
５
名
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
卒
団
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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鷹
栖
町
出
身
で
、
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し

て
、
道
内
外
問
わ
ず
活
躍
し
、
数
々
の

受
賞
・
公
演
歴
の
あ
る
中
江
早
希
さ
ん

（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
）
が
、
北
海

道
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
関
し
優
れ
た

活
動
を
行
う
芸
術
家
に
贈
ら
れ
る
「
道

銀
芸
術
文
化
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

中
江
さ
ん
は
、
道
教
育
大
岩
見
沢
校

を
卒
業
後
、
東
京
藝
術
大
大
学
院
に
進

学
。
声
楽
を
専
攻
し
、
音
楽
の
道
を
歩

ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
た
か
す
メ
ロ

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
中
江
さ
ん

と
、
大
学
時
代
に
出
会
っ
た

ご
友
人
と
の
４
人
組
ユ
ニ
ッ

ト
「
ス
プ
ラ
ン
グ
・
リ
ズ
ム
」

の
公
演
も
行
わ
れ
、
盛
況
で

し
た
。

　

中
江
さ
ん
は
受
賞
に
際
し
、

「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、

音
楽
生
活
を
送
る
に
あ
た
り
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち

の
お
か
げ
だ
と
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
が
む
し
ゃ

ら
に
音
楽
に
打
ち
込
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
受
賞
は

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
、
大
学
院
で
最
後
の
公
演

と
な
っ
た
学
位
審
査
を
無
事
に
終
え
、

３
月
に
は
博
士
課
程
を
修
了
す
る
予
定

の
中
江
さ
ん
。
卒
業
後
は
、
い
よ
い
よ

本
格
的
に
音
楽
家
と
し
て
の
道
を
歩
み

始
め
ま
す
。

　

「
今
年
の
12
月
に
は
、
初
め
て
と
な

る
海
外
か
ら
お
仕
事
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
世
界
で
活
躍
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込

む
中
江
さ
ん
の
、
今
後
の
活
躍
か
ら
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

町
内
に
本
社
を
構
え
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク

の
花
か
ら
採
取
し
、
オ
カ
ラ
を
用
い
て

製
剤
化
し
た
乳
酸
菌
を
活
用
し
た
商
品

開
発
を
進
め
て
い
る
「
ア
テ
リ
オ
・
バ

イ
オ
㈱
」
（
三
輪
一
典
代
表
取
締
役
社

長
）
が
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い

て
、
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に

贈
ら
れ
る
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

に
お
い
て
、
「
も
の
づ
く
り
地
域
貢
献

賞
（
北
海
道
経
済
産
業
局
長
賞
）
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
『
オ
カ
ラ
と
高
耐

熱
性
乳
酸
菌
を
用
い
た
機
能
性
食
品
の

開
発
』
に
つ
い
て
の
特
許
技
術
が
認
め

ら
れ
た
も
の
。

　

も
と
も
と
父
か
ら
引
き
継
い
だ
運
送

業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
新
た
な
事
業
を

興
す
た
め
に
廃
棄
物
の
有
効
活
用
に
着

目
し
て
い
た
三
輪
社
長
は
、
平
成
17
年

に
現
在
の
オ
カ
ラ
と
ラ
イ
ラ
ッ
ク
乳
酸

菌
の
研
究
の
基
礎
を
産
業
技
術
総
合
研

究
所
で
学
び
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
研
究
を
重
ね
、
一
般
的
な

乳
酸
菌
よ
り
も
熱
や
酸
に
強
い
ラ
イ

ラ
ッ
ク
乳
酸
菌
を
活
用
し
、
腸
の
奥
ま

で
生
き
た
乳
酸
菌
と
菌
の
栄
養
を
届
け

る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
開
発
。
平
成
27
年

に
は
、
北
海
道
庁
が
創
設
し
た
健
康
食

品
の
ブ
ラ
ン
ド
「
ヘ
ル
シ
ー
Ｄ
ｏ
（
北

海
道
食
品
機
能
性
表
示
制
度
）
」
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

乳
酸
菌
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
消
費
者

庁
の
機
能
性
表
示
食
品
制
度
の
届
出
受

理
を
さ
れ
た
の
は
、
同
社
が
日
本
初

（
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
を
除
く
）
。
「
日
本

は
、
食
の
欧
米
化
に
伴
っ
て
、
昔
と
腸

内
環
境
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
解
消
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ラ
イ

ラ
ッ
ク
乳
酸
菌
と
オ
カ
ラ
で
で
き
て
い

る
ん
で
す
」
と
三
輪
社
長
は
い
い
ま

す
。

　

廃
棄
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
オ
カ
ラ
で
す
が
、
そ
の
オ
カ
ラ
を

〝
タ
カ
ラ
〟
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
そ

の
技
術
は
、
多
く
の
方
の
悩
み
を
解
消

し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
道
銀
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞

　
　
　
中
江
早
希
さ
ん
（
鷹
栖
町
出
身
）

も
の
づ
く
り
地
域
貢
献
賞
を
受
賞

　
　
　
ア
テ
リ
オ
・
バ
イ
オ
㈱
（
鷹
栖
町
）

アテリオ・バイオ㈱三輪一典代表取締役社長
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
記

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
記

〜
四
季
の
里
勤
務

　宮井
康
平
協
力
隊
員
〜

体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
先
日
行
わ
れ
た
ハ
ス
カ
ッ
プ

の
加
工
教
室
で
は
、
ハ
ス
カ
ッ

プ
フ
ァ
ー
ム
の
赤
松
花
江
さ
ん

を
先
生
に
お
呼
び
し
、
ハ
ス

カ
ッ
プ
ソ
ー
ス
と
ジ
ャ
ム
を
作

り
ま
し
た
。
赤
松
さ
ん
の
ハ
ス

カ
ッ
プ
の
情
報
を
交
え
た
丁
寧

な
指
導
は
参
加
者
か
ら
も
好
評

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
体
験
教
室
な
ど
を
行
う
際
に

は
、
広
報
折
込
の
四
季
の
里
だ

よ
り
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１
年
を
振
り
返
っ
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

四
季
の
里
へ
来
た
の
が
７
月
な

の
で
、
正
確
に
は
１
年
で
は
な

い
の
で
す
が
、
年
度
の
節
目
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
去
っ
た
１
年
だ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
７
月
か

ら
勤
務
と
な
り
、
早
速
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
加
工
の
毎
日
。
朝
早

く
か
ら
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
加
工

作
業
の
補
助
を
行
い
、
夜
は

ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
早
く
寝

る
。
あ
の
時
期
が
一
番
規
則
正

し
い
生
活
を
送
れ
て
い
ま
し
た

（
笑
）

　

他
に
も
、
四
季
の
里
だ
よ

り
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
や
、

色
々
な
食
品
加
工
の
経
験
、
全

国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
研

修
に
参
加
す
る
な
ど
、
数
多
く

の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
四
季
の
里
を
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
が
大
き
な
収
穫
で
す
。

　
来
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
経
験

も
踏
ま
え
て
、
四
季
の
里
の
前

の
旧
北
斗
バ
ス
待
合
所
「
花
か

い
ど
う
」
の
具
体
的
な
活
用
方

法
の
検
討
や
、
加
工
体
験
教
室

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
広
報
を
お
読
み
の
皆
さ
ん
も
、

さ
ら
に
四
季
の
里
を
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ハ
ス
カ
ッ
プ
加
工
体
験
の
様
子 ▲鷹栖町地域おこし協力隊

フェイスブックページ

　
３
月
は
、
進
学
や
就
職
な
ど

に
伴
う
賃
貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
く
る
時
期
で
す
。

　
賃
貸
住
宅
で
特
に
多
い
ト
ラ

ブ
ル
は
退
去
時
の
「
原
状
回

復
」
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
原
状
回
復
の
ポ
イ
ン
ト
】

入
居
者
に
は
、
退
去
時
に
内
装

や
設
備
な
ど
の
汚
れ
や
破
損
を

当
初
の
状
態
に
復
元
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
が
、
完
全
に
入
居

前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
国
土
交
通
省
「
原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
、
次
の
と
お
り
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
経
年
変
化
（
年
数
の
経
過
に

伴
っ
て
生
じ
る
損
耗
）
や
通
常

損
耗
（
通
常
の
生
活
に
伴
っ
て

生
じ
る
程
度
の
損
耗
）
は
、
原

状
回
復
義
務
の
対
象
外
で
す
。

②
不
注
意
や
故
意
の
破
損
は
借

主
負
担
の
現
状
回
復
義
務
が
あ

り
ま
す
が
、
次
の
入
居
者
を
確

保
す
る
た
め
の
設
備
の
交
換
や

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
借
主
が
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
契
約
時
に
負
担
す
る

範
囲
や
修
繕
費
用
な
ど
を
双
方

で
合
意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
入
居
時
の
状
態
を
写
真

で
撮
っ
て
お
く
と
、
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
の
証
拠
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
っ
越
し
費
用
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
で
簡
単

に
見
積
も
り
で
き
ま
す
が
、
便

利
な
反
面
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の
事

業
者
の
見
積
書
を
比
較
し
つ

つ
、
公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
し
て
い
る

「
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制

度
」
な
ど
事
業
者
選
び
の
参
考

に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
相
談
は
、
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ

ね
す
内
「
生
活
福
祉
相
談
セ
ン

タ
ー
」
（
☎
87
―
２
１
１
２
）

ま
で

進
学
や
就
職
で
1
人
暮
ら
し

～
賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
？
～
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パン教室　ベルデ
（北野東３条１丁目４番５号）

ジャパンホームベーキングスクール
（ＪＨＢＳ）師範　藤田みどりさん

☎87－5186

　
教
室
に
入
る
と
、
優
し
く
香

ば
し
い
酵
母
の
香
り
に
包
ま
れ

る
、
パ
ン
教
室
ベ
ル
デ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
も
と
も
と
看
護
師
と
し
て
病

院
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
藤
田
さ

ん
は
、
平
成
21
年
に
パ
ン
教
室

の
認
定
を
受
け
、
同
年
か
ら
自

宅
で
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

　
ベ
ル
デ
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
緑

と
い
う
意
味
を
表
し
た
も
の
で
、

み
ど
り
さ
ん
の
名
前
に
な
ぞ
ら

え
て
旦
那
さ
ん
が
考
案
し
た
と

い
い
ま
す
。

　
パ
ン
教
室
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
や
洋
菓
子
コ
ー
ス
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
３
階
級
で
６
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
レ
ッ
ス
ン
は
２
～
４
人
と

い
う
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
受
講
で
き
ま
す
。

　
パ
ン
の
販
売
を
、毎
月
第
２
・

第
４
日
曜
日
に
自
宅
で
、
月
に

２
回
は
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
あ

え
ー
る
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
い
し
い
を
き
っ
か
け
に
、

普
段
話
さ
な
い
よ
う
な
人
と
も

話
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
教

室
も
、
お
い
し
い
で
広
が
る
場

所
に
な
れ
ば
」
と
、
藤
田
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

㈱
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に

成
長
す
る
よ
う
に
と
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
こ
・
あ
・

ぽ
こ
」
に
、
幼
児
用
化
粧
台
の

遊
具
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

子
ど
も
た
ち
は
、
鏡
に
映
る
自

分
の
姿
に
少
し
照
れ
な
が
ら

も
、
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
「
地
域
に
貢
献
・

密
着
・
活
性
化
」
を
掲
げ
、
旭

川
市
と
近
隣
町
村
の
情
報
発
信

な
ど
を
推
進
。

　

鷹
栖
町
は
防
災
協
定
を
締
結

し
、
災
害
時
に
登
録
者
へ
災
害

情
報
を
一
斉
配
信
す
る
同
社
の

防
災
メ
ー
ル
の
活
用
や
、
毎
日

放
送
し
て
い
る
「
ポ
テ
ト
に
こ

ん
に
ち
は
」
で
の
イ
ベ
ン
ト
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

㈱
本
田
技
術
研
究
所
鷹
栖
プ

ル
ー
ビ
ン
グ
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ

り
、
学
校
図
書
購
入
の
た
め
に

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
対
し
、
２

月
19
日
（
月
）
に
は
町
よ
り
同

社
へ
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
寄
附

は
、
北
野
小
学
校
の
児
童
図
書

購
入
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で

す
。

あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
い
た
だ
き
ま
し
た

㈱
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
よ
り
　
室
内
遊
具
の
寄
贈

㈱
本
田
技
術
研
究
所
よ
り
　
児
童
図
書
の
た
め
の
ご
寄
附
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優良運転者の表彰
～ゴールド免許の方はぜひ申し込みを～

　

毎
年
、
除
雪
作
業
や
屋
根
か

ら
の
落
雪
に
よ
り
、
灯
油
タ
ン

ク
の
ホ
ー
ス
接
続
部
分
な
ど
が

破
損
す
る
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

油
の
回
収
・
処
理
に
要
し
た

費
用
は
原
因
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
屋
根
雪
が
重
く
な
る
こ

の
時
期
、
次
の
点
を
確
認
し
て

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
除
雪
作
業
な
ど
で
配
管
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
な
工
夫
は
さ

れ
て
い
ま
す
か

▽
落
雪
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う

に
対
策
は
さ
れ
て
い
ま
す
か

▽
タ
ン
ク
や
配
管
の
腐
食
、
ひ

び
割
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

こ
の
他
に
も
、
灯
油
の
配
送

業
者
に
相
談
や
点
検
を
依
頼
す

る
な
ど
、
油
漏
れ
事
故
の
防
止

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
・
通
報
が

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま

す
。
油
流
出
を
発
見
し
た
ら
す

ぐ
に
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ

　

町
民
課
住
民
生
活
係

ご
注
意
く
だ
さ
い

灯
油
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
事
故

今月のお知らせ

表彰順 対象者 表彰者

① 10 年以上無事故無違反の方
旭 川 中 央 警 察 署 長
旭 川 中 央 地 区 交 通
安 全 協 会 連 合 会 長

② 15 年以上無事故無違反の方
で①の表彰を受けた方

道 警 旭 川 方 面 本 部 長
旭川方面交通安全協会長

③ 20 年以上無事故無違反の方
で②の表彰を受けた方 北 海 道 交 通 安 全 協 会 長

④ 30 年以上無事故無違反の方
で③の表彰を受けた方 北 海 道 交 通 安 全 協 会 長

　北海道警察など各関係機関が実施している、平成 30 年度交通関
係者による表彰について、鷹栖町交通安全協会で取りまとめて推
薦します。下記に該当する方は、この機会にぜひお申し込みくだ
さい。

春の全国交通安全運動
４月６日（金）～ 15日（日）
　４月６日～ 15 日の「春の全
国交通安全運動」に合わせて、
ライオンズクラブが主体とな
り、旭川中央警察署・町交通安
全協会・町交通安全指導員会・
旭川中央地区安全運転管理者協
会鷹栖支部と協力し、街頭啓発
を行います。

▼日　時
　４月６日（金）午前７時 45 分～
▼場　所
　10 線 10 号交差点付近
▼問合せ　町民課住民生活係
　　　　　☎ 87 － 2111

※いずれかに該当した場合、平成 31 年度の交通安全協会総会（平成 31 年
４月）において表彰の予定です。

※「無事故・無違反証明」は事務局で代理申請します。

▼申請方法　運転免許証と印鑑をご持参のうえ、下記申込み先
　　　　　　までお越しください。
▼申込期限　４月 27 日（金）
【申込み先・問合せ】
　鷹栖町交通安全協会事務局　（町民課住民生活係）
　☎ 87 － 2111

　

６
月
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
る

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
」
の
市
民
審
査
員
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
程

　

６
月
９
日
（
土
）
、
10
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

▼
場
所　

札
幌
市
中
央
区

　

（
大
通
公
園
周
辺
）

▼
内
容

　

各
団
体
の
演
舞
の
審
査

▼
応
募
条
件

・
平
成
30
年
６
月
時
点
で
中
学

生
以
上
の
方

・
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方

▼
募
集
締
切

　

４
月
20
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
方
法

①
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.yosakoi-

soran.jp/

）
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
よ
り
オ
ン
ラ
イ
で
申
し
込

み
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
募
集

②
応
募
用
紙
で
申
し
込
み

　

実
行
委
員
会
に
連
絡
の
う
え

応
募
用
紙
を
取
り
寄
せ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
あ
る
い
は
郵
便
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
実
行
委
員
会

　

☎
０
１
１
―
２
３
１
―
４
３
５
１
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確
定
申
告
は
自
分
で

作
成
し
て
お
早
め
に
！

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
期

限
及
び
納
期
限
は
、
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
が
３
月
15

日
（
木
）
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
が
４
月

２
日
（
月
）
で
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
確
定
申
告
書
は
「
前
年

の
申
告
書
控
え
」
や
「
確
定
申

告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
ご
自

分
で
作
成
し
、
お
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、

印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
に
は
便
利
で
確

実
な
「
振
替
納
税
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
の
場
合
に
は
、
領

収
証
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
日
】

　
（
所
得
税
）
４
月
20
日
（
金
）

　
（
消
費
税
）
４
月
25
日
（
水
）

▼
問
合
せ

　

旭
川
中
税
務
署

　
　

☎
90
―
１
４
５
１

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で

変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変

更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ

た
と
き
（
抹
消
登
録
）

　

平
成
30
年
度
の
自
動
車
税
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い

と
き
は
・
・
・

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税

部
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
道

税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/

sm
/zim

/address/index.
htm

）
か
ら
自
動
車
税
の
住
所

変
更
手
続
き
が
可
能
で
す
。

▼
問
合
せ

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

☎
０
１
１
―
７
４
６
―
１
１
９
7

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。

　

役
場
税
務
課
税
務
係

　
　

☎
87
―
２
１
１
１

※
消
費
税
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
旭
川
中
税
務
署
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
住
所
変

更
を
お
忘
れ
な
く

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局

や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
採
用
試
験
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
験
資
格

　

①
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　

②
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
方
で
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方
な
ど
別
に
定
め

る
方

▼
申
込
受
付
期
間

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
30
日
（
金
）
午
前
９
時

　
　

～
４
月
11
日
（
水
）
（
受

国
税
専
門
官
募
集

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
制

度
は
、
「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
に
よ
り
、
他
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較
し

て
、
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

～
５
月
31
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　

～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼
縦
覧
場
所

　

役
場
税
務
課
税
務
係

▼
縦
覧
対
象
者

　

納
税
者
（
代
理
人
に
委
任
す

る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
）

▼
問
合
せ　

税
務
課
税
務
係

土
地
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

全町卓球大会のご案内
▼日にち　３月 21 日（祝・水）
▼時　間　午前９時　
　　　　（開会式９時 30 分～）
▼場　所　鷹栖町総合体育館
▼参加対象
　町民または町内に勤務されている方
▼種　目
▽シングルス…初心者・高齢者の部
一般の部（組み合わせ・試合球は主催
者で決定）
▽ダブルス…参加者同士の抽選で組み
合わせ
▼各　賞
　各部門上位を表彰（全員に参加賞）
▼参加料　５００円
　　　　（昼食付き・当日集めます）
▼申込締切　３月 14 日（水）
【申込み・問合せ】
卓球連盟代表（水野）☎ 87-2210（商工会内）

信
有
効
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

▼
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試

験
、
専
門
試
験
】

　

６
月
10
日
（
日
）

▼
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

７
月
３
日
（
火
）
午
前
９
時

▼
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
及

び
身
体
検
査
】

　

７
月
12
日
（
木
）
～
７
月
19

日
（
木
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

▼
最
終
合
格
発
表
日

　

８
月
21
日
（
火
）
９
時

▼
問
合
せ

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課

　

☎
０
１
１
―
２
３
１
―
５
０
１
１

（
内
線
２
３
１
５
）

　

旭
川
中
税
務
署
総
務
課

　

☎
90
―
１
４
５
１
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今月のお知らせ
　

平
成
29
年
度
中
は
、
５
回
に

わ
た
り
献
血
車
が
町
内
を
運
行

し
ま
し
た
。
献
血
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
協
力
い
た
だ
い

た
事
業
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
鷹
栖
町
献
血
推
進
協
議
会
】

▼
協
力
事
業
所
一
覧

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

▽
㈱
本
田
技
術
研
究
所

　
　
　
　
　

鷹
栖
Ｐ
Ｇ
管
理
室

▽
松
田
鉄
工
㈱

▽
旭
川
日
産
自
動
車
㈱

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
部
Ｂ
Ｐ
工
場

▽
シ
ュ
レ
ン
国
分
㈱
道
北
支
社

▽
た
い
せ
つ
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

鷹
栖
支
所

▽
あ
さ
ひ
か
わ
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
支
所

▽
北
海
道
鷹
栖
養
護
学
校

▽
社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会

▽
社
会
福
祉
法
人
鷹
栖
共
生
会

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
保
健
推
進
係

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

の
入
居
申
込
を
随
時
受
け
つ
け

て
お
り
ま
す
。

※
受
付
け
順
で
入
居
者
が
決
ま

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

部
屋
に
空
き
が
で
き
た
時
点

で
必
要
書
類
（
日
常
生
活
状
況

調
査
書
等
）
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
そ
よ
か
ぜ
団
地
運
営
協

議
会
に
よ
っ
て
選
考
を
行
い
、

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

☆
そ
よ
か
ぜ
団
地
運
営
協
議
会

を
３
月
中
旬
開
催
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

※
日
程
の
変
更
等
あ
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
間
取
り

　

単
身
用
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

世
帯
用
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

《
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
オ
ー
ル
電

化
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
完

備
》

▼
対
象
世
帯

○
高
齢
の
方

○
障
が
い
者
（
身
体
・
知
的
精

神
）
の
方

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収

入
等
に
よ
り
家
賃
等
の
費
用
が

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
公
営
住
宅
「
そ
よ

か
ぜ
団
地
（
高
齢
者
住
宅
）
」

そ

よ

か

ぜ

団

地

入
居
者
の
受
付
に
つ
い
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

・
入
居
申
込
に
つ
い
て

　

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

　
　

☎
87
―
２
１
１
２

・
家
賃
等
費
用
に
つ
い
て

　

建
設
水
道
課
管
理
係

　
　

☎
87
―
２
１
１
１

　

保
護
者
負
担
費
用
の
一
部

（
通
学
費
な
ど
）

▼
申
請
方
法
（
①
、
②
共
通
）

　

小
中
学
校
及
び
教
育
委
員
会

に
あ
る
申
請
書
に
記
入
し
押
印

の
う
え
、
関
係
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
日
は
３
月
16
日
で

す
。
受
付
は
随
時
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
期
日
後
の
提
出
は
援

助
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

教
育
課
総
務
学
校
教
育
係

　

☎
87
―
２
０
２
８

　

町
内
に
在
住
か
つ
鷹
栖
町
立

小
中
学
校
に
在
学
中
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
援

助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

①
就
学
援
助

▽
対
象
者

　

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
ご
家

庭▽
援
助
内
容

　

保
護
者
負
担
費
用
の
一
部

（
学
用
品
等
購
入
費
な
ど
）

②
遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
通
学

助
成

▽
対
象
者

　

小
学
生
は
３
㎞
以
上
、
中
学

生
は
５
㎞
以
上
の
距
離
を
通
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
（
ス
ク
ー

ル
バ
ス
利
用
者
は
対
象
外
）

▽
援
助
内
容

お
知
ら
せ
し
ま
す

児
童
生
徒
へ
の
援
助
申
請

学
校
な
ど
の
小
・
中
学
部
へ
入

学
す
る
場
合

▽
住
所
、
氏
名
な
ど
に
誤
り
ま

た
は
入
学
式
ま
で
に
変
更
が
あ

る
場
合

▽
病
気
、
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
理
由
の
た
め
、
就
学
猶
予

や
免
除
を
希
望
す
る
場
合

▽
他
の
市
町
村
発
行
の
入
学
通

知
書
を
お
持
ち
の
場
合

▽
紛
失
し
た
場
合

▼
問
合
せ

　

教
育
課
総
務
学
校
教
育
係

　

☎
87
―
２
０
２
８

　

４
月
に
小
・
中
学
校
へ
新
１

年
生
と
し
て
入
学
す
る
予
定
の

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方

に
、
学
齢
児
童
生
徒
就
学
通
知

書
（
就
学
通
知
書
）
を
１
月
22

日
付
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

届
い
た
就
学
通
知
書
は
、
入

学
式
当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
就
学
通
知
書
が
届
い
て
い

な
い
場
合
、
ま
た
は
次
の
よ
う

な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
国
立
、
私
立
な
ど
の
小
・
中

学
校
並
び
に
道
立
の
特
別
支
援

新

１

年

生

へ

就
学
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

　

障
が
い
と
雇
用
に
関
す
る
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
就
労
に
関
す
る
相
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
当
日
の
受
付
で
も
可
）

▼
日
時　

３
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所　

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す

「
上
川
中
南
部
障
が
い
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
き
た
の
ま
ち
」

就

労

相

談

会
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　　氏　名　　　　　年　齢
おくやみ申し上げます

あたたかい心ありがとうございました

１　区　杉　山　義　一さん　　 93 歳
５　区　澤　田　みどりさん　　 88 歳
天　満　中　家　　　武さん　　 92 歳
８　区　小　谷　好　子さん　　 80 歳
10　区　福　地　秀　一さん　　 42 歳
鷹栖北　 　下　悠　一さん　　 77 歳
21　区　米　嶋　カズ子さん　　 94 歳

○社会福祉協議会へ 
☆香典返しご寄付
　澤田和紀さん　服部重雄さん
　山本清文さん　田中秀世さん
　小谷　章さん
☆社会福祉事業として
　山﨑聡子さん
☆お見舞い返しご寄附
　川上　亨さん　

氏　名 両　親
こんにちは、よろしく

北野東 小滝　　凛
りん

ちゃん   直哉さん・尚美さん

このコーナーでは、町内で満一歳の誕生日を迎える赤ちゃんを、
毎月紹介しています。

野作　竜
りゅうのすけ
ノ介ちゃん

平成 29年３月３日生まれ
男の子
健一・澄恵さんの子

お姉ちゃんに遊んでもら
うのが大好き♡いつも追
いかけてるよ！
いちごとさつまいもがお
気に入り♡可愛い笑顔に
みんな癒されてるよ♡ 

　

平
成
29
年
度
に
ワ
ン
コ
イ
ン

（
５
０
０
円
）
や
無
料
ク
ー
ポ

ン
で
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
期
日
が
近
づ
い
て
い

ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
早
め
に
旭
川
が
ん
検
診

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―

９
７
２
―
４
８
９
）
に
直
接
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
対
象
者

（
平
成
30
年
３
月
31
日
時
点
）

【
無
料
ク
ー
ポ
ン
】

○
子
宮
が
ん　

満
20
歳
の
女
性

○
乳
が
ん　
　

満
40
歳
の
女
性

【
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
】

子
宮
・
乳
が
ん
検
診
、
今
年
度

ワ
ン
コ
イ
ン
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

対
象
者
は
３
月
31
日
ま
で
！

北野東 滝　　彩
いろは

生ちゃん   聖憲さん・真希子さん

○
子
宮
が
ん　

　
22
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

○
乳
が
ん

　
42
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

▼
受
診
方
法

①
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
へ

　

事
前
に
直
接
予
約
（
受
付
：

　

月
～
金
曜
、
第
１
・
３
土
曜

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
）

②
予
約
の
日
時
に
受
診

☆
日
曜
健
診
も
行
い
ま
す

○
申
込
み
開
始
日　

３
月
６
日
（
火
）

○
検
診
日　

３
月
25
日
（
日
）

申
込
み
開
始
日
以
降
に
、
旭
川

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課
保
健
推
進
係

　

☎
87
―
２
１
１
２

　

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁

栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の

尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、

国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を

表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
支
給
し
て
い
る
特
別
弔

慰
金
（
記
名
国
債
）
の
請
求
期

間
が
終
了
し
ま
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い

て
は
、
ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰

の
意
を
表
す
る
た
め
、
償
還
額

を
年
５
万
円
に
増
額
す
る
と
と

も
に
、
５
年
ご
と
に
国
債
を
交

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
支
給
。

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

戦

没

者

等

の

ご

遺

族

の

皆

さ

ま

へ

特
別
弔
慰
金
請
求
期
間
が
終
了
し
ま
す

②
戦
没
者
の
子
ど
も

③
戦
没
者
等
の
「
父
母
」「
孫
」

「
祖
父
母
」
「
兄
弟
姉
妹
」

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

▼
請
求
期
間

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十

回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ
・
請
求
窓
口

　

健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　

☎
87
―
２
１
１
２

シンフォニー 杉本　虹
に な

音ちゃん   大さん・有香さん
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町
民
の
活
躍
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

２
月
８
日
か
ら
11
日
に
秋
田
県
鹿
角

市
で
行
わ
れ
た
「
第
55
回
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
」
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
競
技
に
出
場
し
た
鷹
栖
中
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
の
３
選
手
が

そ
れ
ぞ
れ
全
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

栃
谷
選
手
（
２
年
）
は
、
女
子
ク
ラ

シ
カ
ル
で
見
事
優
勝
、
リ
レ
ー
競
技
で

も
北
海
道
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
、
２
走
目
を
ト
ッ
プ
の
ス
ピ
ー
ド
で

駆
け
抜
け
、
同
チ
ー
ム
が
２
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　

栃
谷
選
手
は
「
周
り
の

声
を
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

捉
え
ず
、
み
ん
な
が
応
援

し
て
く
れ
て
い
る
と
捉
え

て
頑
張
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

谷
水
選
手
（
２
年
）
と

藤
田
選
手
（
１
年
）
も
、

初
出
場
で
北
海
道
と
は
違

う
環
境
や
雪
質
に
苦
戦
し

つ
つ
も
、
鷹
栖
中
の
栗
中

コ
ー
チ
い
わ
く
「
全
員
ベ

ス
ト
を
尽
く
せ
た
」
と
の

こ
と
。

　

栗
中
コ
ー
チ
は
「
全
国

は
終
え
ま
し
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

レ
ー
ス
は
続
く
。
そ
れ
に
向
け
て
し
っ

か
り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

【
選
手
の
成
績
】

栃
谷
選
手　

ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝

　
　
　
　
　

フ
リ
ー　
　
　

23
位

　
　
　
　
　

リ
レ
ー　
　
　

２
位

谷
水
選
手　

フ
リ
ー　
　
　

49
位

藤
田
選
手　

ク
ラ
シ
カ
ル　

61
位

栃
谷
天た

か
ね寧

選
手
が
全
国
一
に
輝
く

　

鷹
栖
中
学
校
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部

写真左から谷水七
な な せ

彩選手、栃谷選手、藤田心
こ こ な

那選手

　

１
月
27
日
（
土
）
に
和
寒
町
で
行
わ

れ
た
「
第
39
回
全
道
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
和
寒
大
会
」
で
、
鷹
栖
北

野
Ｘ
Ｃ
少
年
団
の
早
坂
選
手
（
鷹
栖
小

６
年
）
が
個
人
競
技
（
ク
ラ
シ
カ
ル
走

法
、
小
学
６
年
生
は
男
女
各
３
㎞
）
で

6
位
に
入
賞
、
藤
田
選
手
（
北
野
小
６

年
）
が
優
勝
。
３
月
16
日
か
ら
19
日
に

名
寄
市
で
行
わ
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
８
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼

全
日
本
小
・
中
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大

会
」
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

２
人
は
北
海
道
代
表
と

し
て
小
学
校
生
活
最
初
で

最
後
の
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

＊
藤
田
選
手
＊

　

全
道
大
会
で
は
、
最
後

の
き
つ
い
上
り
か
ら
下
り

に
な
る
ま
で
全
力
で
滑
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全

国
大
会
は
今
の
自
分
の
レ

ベ
ル
を
試
す
チ
ャ
ン
ス
。

毎
日
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
欠
か
さ
ず
、
苦
手
な
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン

グ
走
法
も
克
服
し
て
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
目
指
し
た
い
で
す
。

＊
早
坂
選
手
＊

　

全
道
大
会
で
は
、
目
指
し
て
い
た
記

録
に
は
届
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
全
国

大
会
出
場
が
決
ま
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
ず
っ
と
続
け
て
い
る
野
球
の
練
習

も
し
っ
か
り
行
い
、
体
力
を
つ
け
て
最

後
ま
で
全
力
で
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に

滑
り
た
い
で
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
へ

　

鷹
栖
北
野
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年
団

早坂柊
とう

哉
や

選手（写真左）と藤田優
ゆう

那
な

選手
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町民の活躍

　

２
月
10
日
・
11
日
に
兵
庫
県
淡
路
市

で
行
わ
れ
た
標
記
大
会
に
、
北
海
道
選

抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
千
葉
選
手
が
出

場
し
、
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

千
葉
選
手
は
、
旭
川
選
抜
の
18
選
手

の
う
ち
の
一
人
と
し
て
選
ば
れ
、
11
月

に
苫
小
牧
市
で
行
わ
れ
た
「
北
海
道
学

童
軟
式
野
球
都
市
対
抗
戦
」
に
出
場
。

　

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
監
督
推
薦
で
旭
川

選
抜
か
ら
北
海
道
選
抜
メ
ン
バ
ー
の
17

人
の
中
に
名
を
連
ね
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
全
体
の
練
習
が
、
１
月
20
日

か
ら
週
１
回
歌
志
内
で
行
わ
れ
る
合
同

合
宿
の
み
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
選
手
同
士
絆
を
深
め
、
切

磋
琢
磨
し
ま
し
た
。
投
手
と
し

て
出
場
す
る
千
葉
選
手
は
「
肘

の
状
態
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
家
に
い
る
時
も
投

球
練
習
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

迎
え
た
大
会
は
、
初
戦
が
雨

で
順
延
に
な
る
な
ど
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
奈

良
県
代
表
の
磯
城
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
と
の
初
戦
を
先
発
と
し
て
投

げ
、
14
対
５
で
勝
利
。
続
く
滋

賀
県
代
表
の
オ
ー
ル
守
山
戦

で
、
千
葉
選
手
は
３
回
か
ら
マ
ウ
ン
ド

に
立
ち
、
相
手
の
追
加
点
を
許
す
こ
と

な
く
、
10
対
１
で
準
決
勝
へ
と
駒
を
進

め
ま
し
た
。

　

地
元
淡
路
選
抜
と
の
試
合
で
も
千
葉

選
手
は
３
回
で
登
場
。
７
回
ま
で
無
失

点
を
守
り
切
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
１

対
５
、
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

賞
状
な
ど
は
全
員
分
も
ら
え
な
か
っ

た
の
で
、
監
督
が
選
手
の
活
躍
を
評

価
。
千
葉
選
手
は
、
最
優
秀
選
手
と
し

て
楯
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

中
学
進
学
後
は
硬
式
野
球
を
始
め
る

千
葉
選
手
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

第
３
回
全
日
本
選
抜
小
学
生
野
球
選
手
権
淡
路
島
大
会

　

鷹
栖
野
球
少
年
団　

千
葉
隆
広
選
手

「大会で投げてる時が本当に楽しかった」と千葉選手

　

２
月
16
日
～
19
日
に
長
野
県
野
沢
温

泉
村
で
行
わ
れ
た
「
第
30
回
全
国
高

等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
」
の
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
競
技
男
子
１
・
２
㎞
ス
プ
リ

ン
ト
種
目
で
、
鷹
栖
中
出
身
の
伊
藤
選

手
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

17
日
に
行
わ
れ
た
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

で
は
、
１
０
７
位
と
い
う
結
果
だ
っ
た

伊
藤
選
手
で
す
が
、
「
悔
し
い
結
果
で

し
た
が
、
原
因
が
ワ
ッ
ク
ス
と
わ
か
っ

て
い
た
の
で
」
と
割
り
切
り
、
翌
日
の

15
㎞
フ
リ
ー
に
備
え
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
で
は
、
高
校
の
大
会
で
は
数

少
な
い
マ
ス
ス
タ
ー
ト
（
全

員
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
切

る
方
法
）
の
た
め
、
序
盤
の

混
雑
を
避
け
、
じ
っ
く
り
と

後
半
ま
で
我
慢
し
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ト
２
㎞
の
時
点
で
は

20
位
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら

は
一
気
に
力
を
振
り
絞
り
、

ご
ぼ
う
抜
き
。
残
り
１
㎞
で

は
11
位
、
そ
こ
か
ら
は
さ
ら

に
３
人
を
抜
き
去
り
、
８
位

へ
と
返
り
咲
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
ス
プ
リ
ン

ト
で
は
、
予
選
を
勝
ち
上
が

り
、
そ
の
後
は
最
初
か
ら
攻

め
て
い
っ
た
結
果
、
順
調
に

決
勝
ま
で
進
み
、
６
人
と
の
争
い
に
。

決
勝
で
も
最
初
か
ら
ト
ッ
プ
に
躍
り
出

る
も
、
２
位
を
キ
ー
プ
。
最
後
の
下
り

か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
は
、
足
が
も
つ
れ
な

が
ら
も
無
我
夢
中
で
走
り
、
２
位
の
選

手
と
横
並
び
に
な
る
ほ
ど
の
僅
差
で
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
選
手
は
「
自
信
は
間
違
い
な
く

付
い
た
の
で
、
今
後
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
表
彰
台
を
狙
っ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま

し
た
。

伊
藤
玲れ

緒お

選
手
（
旭
川
大
学
高
２
年
）

　

全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
で
日
本
一
に
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